
本
市
で
は
、
昨
年
７
月
に
西
岳
・
山
田
地
区
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
で
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
今
年
の
１
月
に
は
新
燃
岳
の
噴
火
に
伴
い
農
作
物
や
家

屋
な
ど
に
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
を
襲
っ
た
大
地
震
は
未
曽
有

の
被
害
を
出
し
て
い
ま
す
。

自
然
が
猛
威
を
振
る
う
今
こ
そ
、
日
頃
か
ら
大
雨
や
台
風
、
地
震
な
ど
に
対
す
る
防

災
へ
の
心
構
え
を
持
ち
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
へ
備
え
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課　

☎
23‒
２
１
２
９

事
前
の
準
備
が

災
害
か
ら
身
を

守
り
ま
す

　

こ
れ
か
ら
梅
雨
や
台
風
な
ど
雨
の
多

い
時
期
を
迎
え
ま
す
。
特
に
降
灰
の
多

か
っ
た
西
岳
・
山
田
地
区
は
、
例
年
に

比
べ
土
石
流
の
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
土
石
流
災
害
か
ら
地
域
住

民
の
生
命
を
守
る
た
め
、
危
機
管
理
課

内
に
新
た
に
新
燃
岳
対
策
監
を
置
く
と

と
も
に
担
当
職
員
を
増
員
し
、
防
災
体

制
を
強
化
し
ま
し
た
。
土
石
流
の
発
生

の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
地
域
住
民

の
生
命
を
第
一
に
考
え
、
避
難
情
報
を

発
表
し
ま
す
。

　

梅
雨
の
季
節
を
迎
え
、
今
後
さ
ら
に

災
害
へ
の
警
戒
が
必
要
で
す
。
意
識
的

に
避
難
情
報
や
天
気
予
報
に
気
を
配
り
、

冷
静
な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
燃
岳
降
灰
に
伴
う
西
岳
・
山
田
地

区
避
難
勧
告
発
令
基
準（4

月
20
日
現
在
）

１
時
間
10
㍉
以
上
の
雨
量
が

予
想
さ
れ
る
と
き

※
避
難
勧
告
を
発
令
す
る
前
に
原
則

避
難
準
備
情
報
を
発
表
し
ま
す
。

決
定
は
、
気
象
台
や
民
間
の
気
象

情
報
会
社
な
ど
の
予
想
デ
ー
タ
や

現
地
の
河
川
の
状
況
な
ど
を
総
合

的
に
判
断
し
て
行
い
ま
す

市
民
の
生
命
を
第
一
に
考
え

避
難
情
報
を
発
表
し
ま
す
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早
め
の
情
報
収
集
が

被
害
を
未
然
に
防
ぎ
ま
す

　

正
し
い
情
報
を
事
前
に
、
そ
し
て
い

ち
早
く
取
得
す
る
こ
と
が
被
害
を
最
小

限
に
と
ど
め
ま
す
。

　

市
で
は
、
自
然
災
害
が
予
測
さ
れ
る

と
き
は
、
広
報
車
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
防
災
情
報
）、
宮

崎
県
防
災
・
防
犯
情
報
メ
ー
ル
配
信
サ

ー
ビ
ス
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
デ
ジ
タ

ル
１
１
１
、１
１
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
）、
ラ

ジ
オ
（
シ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
都
城
76
・
４
メ
ガ

ヘ
ル
ツ
）
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

避
難
所
の
地
図
や
開
設
状
況
、
河
川
の

水
位
、
交
通
規
制
や
通
行
止
め
な
ど
の

情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
情
報

収
集
に
活
用
く
だ
さ
い
。

■
昨
年
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害

　

昨
年
７
月
３
日
に
起
き
た
集
中
豪
雨

で
は
１
時
間
当
た
り
１
３
４
㍉
の
大
雨

を
記
録
し
ま
し
た
。
市
内
で
は
死
者
１

人
、
全
半
壊
家
屋
４
棟
、
床
上
床
下
浸

水
83
棟
な
ど
人
命
や
住
宅
な
ど
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
、
被
害
総
額
は
約

44
億
６
千
万
円
に
も
上
り
ま
し
た
。

■
土
砂
災
害
に
備
え
て

　

崖
崩
れ
・
土
石
流
・
地
す
べ
り
な
ど

の
土
砂
災
害
は
、
一
瞬
で
人
命
を
奪
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新
燃
岳
噴

火
に
伴
う
降
灰
で
、
小
雨
で
あ
っ
て
も

土
石
流
が
起
き
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

土
砂
災
害
危
険
箇
所
で
は
、
早
め
の
避

難
が
一
番
大
切
で
す
。
近
く
の
指
定
さ

れ
た
避
難
所
や
安
全
な
場
所
に
早
め
に

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

■
土
砂
災
害
の
前
触
れ

　

人
的
被
害
を
出
さ
な
い
た
め
に
は
早

め
の
避
難
が
重
要
で
す
。も
し
在
宅
中
、

裏
山
な
ど
の
土
砂
災
害
の
前
触
れ
に
気

付
い
た
場
合
は
、
直
ち
に
安
全
な
場
所

へ
避
難
を
し
て
、
市
役
所
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

土
石
流　

前
兆
と
し
て
山
鳴
り
や
立
木

の
裂
け
る
音
、
石
の
ぶ
つ
か
り
合
う
音

が
聞
こ
え
ま
す
。
雨
が
降
り
続
い
て
い

る
の
に
、
川
の
水
位
が
下
が
り
、
川
の

水
が
急
に
濁
り
流
木
が
混
ざ
り
は
じ
め

ま
す
。
土
臭
い
に
お
い
が
し
ま
す

崖
崩
れ　

地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
ま

す
。
沢
や
井
戸
の
水
が
濁
り
、
斜
面
か

ら
水
が
噴
き
出
し
ま
す

地
す
べ
り　

崖
か
ら
の
水
が
濁
っ
た

り
、
崖
に
亀
裂
が
入
っ
た
り
し
ま
す
。

小
石
が
ぱ
ら
ぱ
ら
と
落
ち
て
き
ま
す

■
避
難
情
報
は
三
段
階

避
難
準
備
情
報
（
第
一
段
階
）

豪
雨
や
台
風
が
接
近
し
危
険
な
状
態

が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
発
表
し
ま
す
。

こ
の
際
「
貴
重
品
や
飲
食
物
を
準
備

し
て
、
早
め
の
避
難
を
し
て
く
だ
さ

い
」
な
ど
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
指
定
さ
れ
た
避
難
所
へ
早
め
に

避
難
を
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　

⇦⇦

避
難
勧
告
（
第
二
段
階
）

 

災
害
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に

発
令
し
ま
す
。
こ
の
際
「
危
険
な
状

態
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
速
や

か
に
避
難
を
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど

の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
避
難

勧
告
が
発
令
さ
れ
た
地
域
の
人
は
指

定
さ
れ
た
避
難
所
へ
避
難
を
し
ま
し

ょ
う

　
　
　
　

⇦

避
難
指
示
（
第
三
段
階
）

さ
ら
に
危
険
が
切
迫
し
た
場
合
に
発

令
し
ま
す
。
こ
の
際
「
危
険
で
す
。

直
ち
に
避
難
を
し
て
く
だ
さ
い
」
な

ど
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
も

し
、
指
定
さ
れ
た
避
難
所
へ
避
難
す

る
余
裕
が
な
け
れ
ば
、
近
隣
の
安
全

な
場
所
へ
避
難
す
る
な
ど
、
命
を
守

る
行
動
を
取
っ
て
く
だ
さ
い

事前の準備が災害から身を守ります》》》》》

事前に災害に

備えましょう！
■防災マップを再度、確認
　市では市内全世帯に防災マップを配
布しています。防災マップは、河川の
氾濫や土砂災害などの自然災害による
被害を予測し、その被害範囲を地図上
に示しています。
　日頃から避難所の
位置や、危険箇所を
把握し、いざという
時に冷静に行動でき
るようにしましょう。

■宮崎県防災・防犯情報
　メールサービスに登録
　宮崎県では、気象情報や避難勧告・
指示の発令状況などの各種防災情報、
および防犯情報などをメールでお知ら
せするシステムを運用しています。　
ぜひ、この機会に登録をお願いします。
　登録方法は携帯電話またはパソコン
からhttps: // www. fastalarm.jp/miya
zaki/に直接アクセス
するか、右のQRコー
ドをバーコードリー
ダーで読み取ってア
クセスし、登録して
ください。
※免責事項に留意の上、登録をお願いします
◎問い合わせ
　県危機管理課　☎ 0985-26-7066
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地
域
を
守
る

自
主
防
災
組
織

　

新
燃
岳
の
麓
に
あ
る
夏
尾
小
学
校

で
３
月
29
日
、
防
災
に
学
ぶ
講
演
会

が
開
か
れ
、
被
害
が
最
も
激
し
か
っ

た
西
岳
地
区
や
山
田
町
の
住
民
ら
、

約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

内
閣
府
の
火
山
防
災
専
門
家
の
池

谷
浩
さ
ん
が
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を

使
っ
て
火
山
災
害
の
特
徴
や
土
石
流

発
生
の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
講
演
。

土
石
流
は
秒
速
10
㍍
以
上
の
速
度
で

流
れ
下
り
、
発
生
し
て
か
ら
逃
げ
始

め
て
も
間
に
合
わ
な
い
と
そ
の
危
険

性
を
強
調
し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
万

人
以
上
の
死
者
が
出
た
海
外
で
の
火

山
泥
流
被
害
を
例
に
「
避
難
は
ば
か

ば
か
し
い
と
考
え
ず
、
大
変
だ
が
、

逃
げ
る
勇
気
を
持
と
う
」
と
訴
え
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
池
谷
さ
ん
は
災
害
対
策

は
誰
か
が
や
る
の
で
は
な
く
、
行
政

や
住
民
、
専
門
家
が
一
緒
に
な
っ
て
、

み
ん
な
で
や
る
も
の
と
訴
え
た
ほ
か

「
霧
島
山
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
恩
恵
を

受
け
て
き
た
。
け
し
か
ら
ん
と
い
う

気
持
ち
に
な
ら
ず
に
、
共
存
し
て
い

く
気
持
ち
を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
を
聴
い
た
住
民
か
ら
は
砂
防

ダ
ム
の
し
ゅ
ん
せ
つ
や
危
険
地
域
の

情
報
が
欲
し
い
な
ど
の
要
望
が
出
さ

れ
、
国
や
県
、
市
が
連
携
し
て
今
後

も
土
石
流
対
策
を
行
う
こ
と
を
説
明

し
ま
し
た
。

　

降
雨
の
た
び
に
不
安
を
抱
く
地
域

住
民
に
と
っ
て
、
災
害
か
ら
身
を
守

る
対
策
を
学
ぶ
大
切
な
１
日
と
な
り

ま
し
た
。

新
燃
岳
の
噴
火
に
伴
い
開
催
さ
れ
た

住
民
説
明
会
。

過
去
の
火
山
泥
流
災
害
か
ら

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

住
民
が
互
い
に
協
力
し
て
、
地
域
の

安
全
を
守
る
組
織
が「
自
主
防
災
組
織
」

で
す
。

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
は
津
波
に
よ
り
壊
滅
的
な

被
害
を
も
た
ら
し
、
自
治
体
機
能
の
す

べ
て
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
町
村
が
あ
る
な

ど
甚
大
な
も
の
で
し
た
。

　

今
回
の
震
災
で
も
、
行
政
や
消
防
な

ど
の
公
共
機
関
が
災
害
対
策
に
時
間
を

要
し
十
分
に
対
応
が
で
き
な
か
っ
た
中
、

相
互
扶
助
の
精
神
の
下
、
地
域
の
実
情

を
知
る
自
主
防
災
組
織
の
活
動
は
、
重

要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
内
に
は
３
０
２
あ
る
自
治

公
民
館
の
中
で
１
９
１
の
自
主
防
災
組

織
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
の
自
主
防
災
組
織
は
、
身
近

な
情
報
や
市
役
所
な
ど
か
ら
の
伝
達
事

項
を
い
ち
早
く
地
域
住
民
に
知
ら
せ
た

り
、
災
害
の
状
況
に
応
じ
て
的
確
に
地

域
住
民
を
避
難
さ
せ
た
り
す
る
活
動
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
区
ご
と
の
避
難

場
所
や
災
害
時
要
援
護
者
な
ど
を
ま
と

め
た
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る
組

織
も
あ
り
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
活
動
の
基
本
は
、「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
意
識
。
地
域
住
民
が
、
日
頃
か

ら
声
を
掛
け
合
う
な
ど
、
お
互
い
に
助

け
合
う
こ
と
が
で
き
る
地
域
を
つ
く
っ

て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

災
害
に
強
い
地
域
を
築
く
住
民
の
結
束

◎
公
民
館
単
位
で
活
動
す
る
「
自
主
防
災
組
織
」
が
果
た
す
役
割

自
主
防
災

自
主
防
災

自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る

個
人
だ
け
で
は
解
決
が
困
難
な
こ
と
を
自
主
防
災
組

織
や
地
域
の
人
と
協
力
し
て
克
服
す
る
こ
と

自
分
や
家
族
の
命
は
自
分
で
守
る
こ
と
。
そ
の
た
め

に
は
、
災
害
を
正
し
く
理
解
し
、
事
前
の
準
備
が
必

要
で
す

自
助

共
助

誰
か
が

で

行
政

！

逃
げ
る

勇
気
を
持
と
う
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施設の名称 所在地 連絡先
中央公民館 姫城町7-8 ☎24-5969
総合社会福祉センター 松元町4-17 ☎25-2123
小松原地区公民館 大王町29‒6 ☎24-1900
東小学校 上東町11-20 ☎22-3481
祝吉地区公民館 郡元一丁目1-4 ☎23-2890
水道局 下川東三丁目3235 ☎23-4510
早水公園体育文化センター 早水町3867 ☎24-6454
五十市地区公民館 南鷹尾町29‒5 ☎23-2184
長寿館 鷹尾三丁目4523-2 ☎26-0114
横市地区公民館 南横市町3925-3 ☎25-2257
勤労身体障害者
教養文化体育施設
（サン・アビリティーズ都城）

都原町3369 ☎25-2018

沖水地区公民館 太郎坊町1839-1 ☎38-1033
志和池地区公民館 上水流町1536 ☎36-0519
乙房小学校 乙房町1707 ☎37-0706
庄内地区公民館 庄内町12692 ☎37-0888
吉之元小学校 吉之元町4518 ☎33-1800
西岳地区体育館 高野町2916 ‒
旧夏尾保育児童館 夏尾町5430-2 ‒
西岳小学校 美川町2928 ☎33-1602
西岳中学校 美川町2927 ☎33-1601
夏尾小学校 夏尾町6644 ☎33-1802
梅北小学校 梅北町4687 ☎39-4195
中郷地区市民交流センター 安久町6623 ☎39-0121
永野営農研修館 山之口町山之口1539-4 ☎57-4220
山之口多目的研修センター 山之口町山之口3261-3 ☎57-3377
山之口勤労福祉センター 山之口町花木1934-1 ☎57-3111
高城原ふれあいスポーツ館 高城町大井手2025-1 ‒
高城勤労青少年ホーム 高城町桜木1962 ☎58-4887
高城老人福祉館 高城町穂満坊303-2 ☎58-3279
高城運動公園総合体育館 高城町穂満坊2492 ☎58-5514
石山体育センター 高城町石山1109-3 ☎58-5511
高城農村環境改善センター 高城町有水2986-1 ☎59-9955
高城多目的研修集会施設 高城町四家1131-3 ☎55-1144
山田総合福祉センター
（けねじゅ苑） 山田町山田4319-2 ☎64-2200

縄瀬地区活性化センター 高崎町縄瀬1823-3 ☎62-0319
笛水児童館 高崎町笛水949-4 ☎62-0539
高崎福祉保健センター 高崎町大牟田1340-3 ☎62-4411

■都城市の指定避難所「一次避難所」

※一次避難所は、台風など段階的に災害の発生が予測さ
れる場合に、優先して開設する避難所です。二次避難
所については、市のホームページや防災マップで確認
してください

①
避
難
者
情
報
の
登
録

各
避
難
所
の
担
当
者
か
ら
配
ら
れ
る

避
難
者
カ
ー
ド
に
、
必
要
事
項
を
家

族
単
位
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

②
避
難
所
運
営
へ
の
協
力

避
難
所
は
、
地
域
の
人
み
ん
な
で
利

用
す
る
防
災
拠
点
で
す
。
避
難
生
活

が
長
期
に
な
る
場
合
は
、
配
食
当
番

な
ど
に
参
加
し
て
避
難
所
運
営
に
協

力
し
ま
し
ょ
う
。

③
事
務
室
な
ど
の
利
用
制
限

事
務
室
や
調
理
室
な
ど
、
避
難
者
み

ん
な
が
利
用
す
る
部
屋
は
、
個
人
的

な
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

④
食
料
や
物
資
の
配
給

【
風
水
害
の
場
合
】

●
１
晩
程
度
の
避
難
の
場
合
は
、
自
分

で
食
料
（
３
食
分
程
度
）
や
毛
布
、

タ
オ
ル
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

●
避
難
生
活
が
長
時
間
に
及
ぶ
場
合
、

ま
た
避
難
勧
告
・
避
難
指
示
が
発
令

さ
れ
た
地
区
に
つ
い
て
は
、
必
要
に

応
じ
て
市
が
非
常
食
や
物
資
を
準
備

し
ま
す

【
突
然
の
地
震
・
火
山
災
害
の
場
合
】

●
生
活
物
資
は
避
難
し
て
い
る
家
族
ご

と
に
配
給
し
ま
す
。
た
だ
し
、
全
員

に
配
給
で
き
る
準
備
が
整
う
ま
で
は

配
給
し
ま
せ
ん

⑤
仮
設
公
衆
電
話
な
ど
の
利
用

仮
設
の
公
衆
電
話
な
ど
が
設
置
さ
れ

た
場
合
、
緊
急
性
の
高
い
用
件
の
み

と
し
ま
す
。
災
害
時
は
電
話
回
線
が

込
み
合
う
た
め
、
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
な

ど
の
活
用
も
お
願
い
し
ま
す
。

⑥
ペ
ッ
ト
の
持
ち
込
み
禁
止

地
域
の
人
み
ん
な
で
利
用
す
る
た

め
、
ペ
ッ
ト
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

⑦
飲
酒
や
喫
煙
の
制
限

所
定
の
場
所
以
外
で
の
、
飲
酒
や
喫

煙
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
火
災
防

止
の
た
め
、た
き
火
は
で
き
ま
せ
ん
。

守ろう！

のルール
避 難 所 生 活

避難所では、さまざまな人が寄り添って生活します。
次の７つのルールを守り、少しでも過ごしやすい
環境となるようお互いに協力しましょう。

事前の準備が災害から身を守ります》》》》》

5 Miyakonojo City Public Relations 2011.5


